
110番

消

費生活
　
民
法
改
正
に
伴
い
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
成
年

年
齢
が
20
歳
か
ら
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
成
年
年
齢
の
引
き
下
げ
に
よ
っ
て
懸
念
さ
れ
る
の

が
、若
者
の
消
費
者
被
害
で
す
。

　
前
号（
令
和
４
年
３
月
広
報
）に
続
き
、若
者
に
多
い

ト
ラ
ブ
ル
の
注
意
点
な
ど
を
、具
体
例
を
も
と
に
紹
介

し
ま
す
。

　
18
歳
か
ら
は
親
の
同
意
な
し
に
一
人
で
契
約
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

【
注
意
点
】

　
契
約
に
関
す
る
知
識
や
、社
会
経
験
が
浅
い
若
者

を
ね
ら
う
悪
質
事
業
者
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
若
者
に
多
く
み
ら
れ
る
次
の
よ
う
な
消
費
者
ト
ラ

ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

相
談
事
例

事
例
１

　
ダ
イ
エ
ッ
ト
サ
プ
リ
を
５
０
０
円
で
１
回
限
り
の

購
入
だ
と
思
っ
て
ネ
ッ
ト
で
申
し
込
ん
だ
が
、定
期

購
入
と
な
っ
て
お
り
、支
払
総
額
が
高
額
に
な
っ
た
。

事
例
２

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
り
合
っ
た
人
か
ら
、も
う
か
る
情
報

教
材
を
勧
誘
さ
れ
契
約
し
た
が
、役
に
立
つ
内
容
で

は
な
く
、も
う
か
ら
な
か
っ
た
。

　
令
和
４
年
４
月
１
日
よ
り
前
に
19
歳
ま
で
の
未
成

年
者
が
親
の
同
意
を
得
ず
に
し
た
契
約
は
、施
行
後

も
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、令
和
4
年
４
月

１
日
か
ら
は
18
歳・19
歳
の
人
は
未
成
年
者
取
消
権

が
使
え
な
く
な
り
ま
し
た
。

※ 

未
成
年
者
取
消
権：未
成
年
者
が
契
約
す
る
場
合
、

法
定
代
理
人（
親
権
者
ま
た
は
未
成
年
後
見
人
）の

同
意
が
必
要
で
あ
り
、法
定
代
理
人
の
同
意
が
な

い
契
約
は
原
則
と
し
て
取
り
消
す
こ
と
が
可
能
。

ア
ド
バ
イ
ス

・ 

う
ま
い
話
は
う
の
み
に
せ
ず
、き
っ
ぱ
り
断
り
ま

し
ょ
う
。

・ 

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
や
消
費
者
契
約
法
な
ど
の
消
費

者
の
味
方
に
な
る
ル
ー
ル
も
あ
り
ま
す
。

　
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
か
な
と
感
じ
た
場
合
や
困
っ

た
時
は
、か
す
や
中
南
部
広
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
相
談
の
お
知
ら
せ

か
す
や
中
南
部
広
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

▼	

開
設
日
　

	

月
曜
～
金
曜
（
祝
日
・
年
末
年
始
は
休
み
）

▼	

相
談
時
間
　
10
時
～
15
時
30
分

▼	

場
　
所

	

志
免
町
地
域
安
全
安
心
セ
ン
タ
ー
２
階

	

（
志
免
町
志
免
中
央
１
の
10
の
10
）

▼	

問
い
合
わ
せ
先

	

☎
９
３
６・１
５
９
４

	

FAX
９
３
６・1
6
1
0

※ 

相
談
の
際
は
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

今
月
１
日
か
ら
18
歳
・
19
歳
は
成
人
で
す
！

若
者
を
狙
う
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
気
を
付
け
て
！

問 総務課　人事給与係　☎ 932-1152（ダイヤルイン）　☎ 932-1151（内線319）

　ふるさと応援寄附金事業の推進と複雑多様化する教育課題に適切に対応するため機構改革を実施しました。
　4月1日（金）からは、「まちづくり課」は「まちづくり課」と「ふるさと応援課」に、「子ども教育課」は「学校教育課」と

「子育て支援課」にわかれて業務を行います。

機構改革のお知らせ

◆まちづくり課
　☎ 231-2484（ダイヤルイン）
　役場３階　32番窓口
　主な業務⇒ コミュニティバス、広報、コミュニティ、

管財契約に関することなど

◆ふるさと応援課
　☎ 932-1153（ダイヤルイン）
　役場３階　33番窓口
　主な業務⇒ ふるさと応援寄附金、地方創生事業、国

際交流・多文化共生に関することなど

◆学校教育課
　☎ 687-1594（ダイヤルイン）
　役場２階　24番窓口
　主な業務⇒ 小中学校、児童生徒の転出転入、就学援

助などの学校教育に関すること

◆子育て支援課
　☎ 932-1459（ダイヤルイン）
　役場１階　４番窓口
　主な業務⇒ 児童手当、児童扶養手当、特別児童扶養

手当、保育所、幼稚園、学童保育所に関
することなど

　また、地域活性化センター（オイコス）２階に設置し
ていた「新型コロナウイルスワクチン接種推進室」は
2月末をもって解散し、３月１日（火）からは健康増進
課内でワクチン接種業務を行なっています。ワクチ
ンの接種予約やご相談については、これまで通り、新
型コロナウイルスワクチンコールセンター（☎ 710-
8601）でお受けしています。
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　問…問い合わせ先　

　
今
号
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
係
と
須

恵
町
生
活
支
援
体
制
整
備
に
関
す
る
概
要
と
若
杉
ク
ラ

ブ（
以
下
本
会
）の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

■ 

3
回
目
ワ
ク
チ
ン
接
種
開
始

　
須
恵
町
で
は
高
齢
者
へ
の
接
種
が
2
月
初
旬
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
接
種
に
お
い
て
も
昨
年
の
5
月
に
引
き
続
き
、

本
会
女
性
部
中
心
と
し
た
支
援
活
動
員
が
ひ
と
り
暮
ら

し
や
夫
婦
会
員
の
予
約・接
種
に「
寄
り
添
い
」ま
し
た
。

　
当
初
は
予
約
が
困
難
な
状
況
で
し
た
が
、3
月
に
入

る
と
順
調
に
接
種
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、接
種

率
は
3
月
10
日（
木
）現
在
で
60
％
だ
そ
う
で
す
。

　
自
分
の
た
め
、
周
り
の
人
の
た
め
に
も
、
も
れ
な
く

接
種
を
受
け
た
い
も
の
で
す
。

■ 

ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
解
除

　
国
は
、3
月
6
日（
日
）に
福
岡
県（
以
下
県
）の
ま
ん

延
防
止
等
重
点
措
置
を
解
除
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、感
染
が
収
束
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

県
で
は
3
月
７
日（
月
）か
ら
4
月
7
日（
木
）ま
で
の
1

か
月
間
を「
感
染
再
拡
大
防
止
期
間
」と
し
て
位
置
づ
け
、

感
染
防
止
対
策
の
徹
底
、医
療
体
制
や
ワ
ク
チ
ン
接
種

強
化
に
取
り
組
む
と
の
こ
と
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
私
た
ち
に
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

し
た
人
も
含
め
、マ
ス
ク
の
正
し
い
着
用
、手
指
衛
生
、

三
密
の
回
避
、換
気
等
の
感
染
防
止
対
策
の
徹
底
が
重

要
で
す
。

　
さ
ら
に
大
切
な
こ
と
は
、や
み
く
も
に
コ
ロ
ナ
を
怖

が
る
の
で
は
な
く
、感
染
防
止
と
健
康
維
持
を
両
立
す

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
若
杉
ク
ラ
ブ
は
こ
の
こ
と
を

基
本
方
針
と
し
て
活
動
し
て
行
き
ま
す
。

■ 

須
恵
町
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
の
社
会
資
源
調
査

開
始

　
令
和
4
年
4
月
か
ら
、須
恵
町
社
会
福
祉
協
議
会
職

員
が
本
会
の
単
位
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ（
以
下
単
ク
）会
長
に

対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高

齢
者
夫
婦
世
帯
の
み
の
世
帯
が
増
え
続
け
る
中
で
、地

域
の
多
様
な
社
会
資
源
を
活
用
し
支
え
合
う
支
援
体
制

を
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
協
議
し
な
が
ら
築
い
て
い

く
の
が
目
的
で
す
。

　
昨
年
2
月
の
行
政
区
長
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
引
き

続
い
て
行
わ
れ
ま
す
が
、単
ク
会
長
と
単
ク
女
性
部
長

に
は
、
現
在
本
会
が
取
り
組
ん
で
い
る「
心
と
か
ら
だ

健
康
づ
く
り
」の
活
動
を
回
答
す
る
よ
う
に
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
の
最
大
の
目
的
は
、介
護
を
要
す
る

状
態
に
な
る
前
に「
介
護
予
防
」を
充
実
さ
せ
る
こ
と

に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、今
本
会
が
重

点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る「
フ
レ
イ
ル
予
防
と
社
会
的

孤
立
の
防
止
」そ
の
も
の
で
す
。
こ
の
取
り
組
み
に
は
、

心
身
と
も
元
気
な
会
員
に
は
率
先
し
て
参
加
し
て
も
ら

い
、支
援
が
必
要
な
会
員
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
う
こ

と
も
含
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、本
会
は
須
恵
町
生
活
支
援
体
制
整

備
事
業
に
積
極
的
に
参
画
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
な
お
、
私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
私
は
令
和
4
年
4
月

6
日（
水
）の
本
会
定
期
総
会
で
も
っ
て
本
会
会
長
退
任

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
2
年
4
月
か
ら
の
2
年
間
、コ
ラ
ム
の
ご
愛
読

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
若
杉
ク
ラ
ブ
は
、「
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、
担
お

う
！
地
域
づ
く
り
を
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
活
動
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問	

若
杉
ク
ラ
ブ
事
務
局

	

（
須
恵
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

	

☎
９
３
３・２
１
６
０

若
杉
ク
ラ
ブ
だ
よ
り

須
恵
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

会
長
　
國
嵜 

猛
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　問…問い合わせ先　

俳
句  「
冬
う
ら
ら
・
春
風
・
日
向
ぼ
こ
・
猫
の
恋
・
蘆あ

し

の
角つ

の

・
春
の
水
・
冴
返
る
・
雛
・
寒か

ん

木ぼ

瓜け

」

 

う
ぶ
す
な
句
会

毎
月
第
１
水
曜
ア
ザ
レ
ア
ホ
ー
ル
須
恵
で
句
会
。

初
心
者
大
歓
迎
。（
松
永
　
☎
９
３
２・３
５
１
７
）

う
ぶ
す
な
句
会
会
員
募
集

遠と
お
や
ま山
の
寝
釈
迦󠄀󠄀
󠄀
󠄀
󠄀
󠄀
󠄀
󠄀
󠄀
󠄀

�

松
永
　
唯
道

春
風
や
た
と
へ
ば
君
の
歌
に
似
て

�

大
村
　
典
久

日
向
ぼ
こ
横
に
愛
犬
居
て
ほ
し
い

�

平
野
　
則
子

馬
鹿
らし

く
生
き
て
も
い
い
か
猫
の
恋

�

諸
永
　
素
子

巣
立
つ
と
は
巣
を
つ
く
る
こ
と
蘆
の
角

�

八
尋
　
風
華

水み
な
そ
こ底
の
砂
遊
ば
せ
て
春
の
水

�

服
巻
　
敦
美

饒じ
ょ
う
ぜ
つ舌
の
あ
と
の
背
す
ぢ
の
冴
返
る
　

�

伊
東
　
佳
世

老ろ
う
ら
ん懶
を
底
に
沈
め
て
春
の
水

�
今
村
　
素
瓶

二
年
会
へ
ぬ
友
よ
り
と
ど
く
雛
あ
ら
れ

�

平
野
　
文
子

輝
き
に
魅
せ
ら
れ
掬す

く

ふ
春
の
水

�

片
渕
　
は
つ
み

雛
持
た
ぬ
余
白
抱
き
て
老
い
に
け
り

�

今
村
　
浄
子

床
の
間
の
寒
木
瓜
に
母
偲し

の

び
を
り

�

吉
松
　
義
廣

川
柳  

夢
現
代

大
文
字
の
脳
ト
レ
か
る
た
は
し
ゃ
ぎ
だ
す

�

小
林
　
淑
子

枯
れ
も
せ
ず
字
づ
ら
は
す
で
に
古
希
を
過
ぎ

�

伊
藤
　
可
笑

字
が
き
れ
い
ど
ん
な
お
人
か
会
い
た
い
な

�

川
鍋
　
房
子

日
本
国
赤
字
債
権
孫
に
付
け

�

杉
原
　
満
月

書
体
か
ら
性
格
ま
で
も
透
け
て
見
え

�

わ
た
な
べ
り
お

民
の
声
聖
徳
太
子
筆
に
盛
る

�

池
田
　
遊
歩

点
字
読
む
指
に
心
の
灯
を
と
も
す

�

山
本
　
む
つ

寄
せ
書
き
の
個
性
溢
れ
る
字
が
躍
る

�

池
田
　
茂
代

羽は
に
ゆ
う生

と
も
羽は

ぶ生
と
も
呼
ば
れ
郷
に
入
る

�

　
木
村
　
文
福

男
前
な
ん
て
言
わ
れ
る
私
の
字

�

安
原
美
智
子

書
道
展
畏
ま
っ
た
り
崩
れ
た
り

�

上
田
　
多
門

食
う
て
出
す「
命
」の
文
字
に
縋
り
つ
く

�

と
が
み
か
つ
す
け

筆
圧
が
強
い
男
の
土
性
骨

�

遠
藤
よ
り
子

未
熟
児
へ
骨
太
に
書
く
命
名
書

�

上
原
　
ふ
み

地
球
に
は
要
ら
な
い「
侵
攻
」の
二
文
字

�

長
﨑
　
瑞
竹

「
虫
く
い
川
柳
」

（
　
　
）で
し
た
夫
婦
と
い
う
絆

　（
　
）の
５
音
を
、あ
な
た
な
ら
、ど
ん
な
言

葉
に
し
ま
す
か
？
答
え
は
、
広
報
す
え
５
月

号
で
発
表
し
ま
す
。

★
３
月
号
の
答
え

　 

記
憶  

に
な
い
夫
の
ど
こ
に
惚
れ
た
の
か

問 

夢
現
代
　
池
田

　☎
９
３
３・２
４
０
４


